
EcoStruxure Augmented Operator Advisor
（略称︓シュナイダーARアドバイザー）

シュナイダーARアドバイザーは、リアルタイムな情報をいつ・どこからでも指先で得ることができます。
作業者は、タブレットを操作盤、装置、⼯場にかざすことで、ほしい情報を迅速、かつわかりやすく取得。
操作効率が劇的に向上します。

ARで直感的に情報をつかむ

Ver.2.5新機能
●スマートフォン対応
 ●リモートエキスパート機能対応



シュナイダーエレクトリックホールディングス株式会社
（旧︓株式会社デジタル）
U R L www.proface.co.jp
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●ご使⽤の前に必ずマニュアル、およびその他付属する書類をよくお読みください。●据付け・接続・保守は、
必ず電気設備の施⼯法、関連法規などを熟知し、かつ適切な技能を有する⽅が⾏うようにしてください。
これらを守らずに使⽤した結果、⼈命に関わる重傷や機器の損傷、その他いかなる結果が⽣じても弊社は
⼀切の責任を負わないものとします。●掲載した内容は、製品改良のため予告なく変更する場合がございます。
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シュナイダーエレクトリックカスタマーケアセンター
平⽇ 9:00〜19:00 ⼟⽇祝⽇（弊社指定の休業⽇を除く） 9:00〜12:00、13:00〜17:00

︓03-5931-7809

⼀部、IP電話などで統⼀ダイヤルがつながらない場合は、以下におかけください。

︓052-961-3695 ︓06-7175-9637東 京 名古屋 ⼤ 阪

0570-056-800

製品のご⽤命は…

特⻑
・ メンテナンス作業時間を短縮（プロシージャ機能）

オペレーターに正しい作業⼿順で伝えることができます。

・ 制御盤を開けずに状態確認
サブシーン機能により、制御盤内や装置内の内部画像を表⽰して確認できます。

・ 外部アプリケーションとの連携
ARから任意のアプリケーションを起動して、点検等の“探す” “調べる” “確認する”にかかる時間を短縮できます。

・ 遠隔地からARを使った作業⽀援（リモートエキスパート機能）
現場映像を遠隔地の担当者と⼀緒に確認可能。ARを使ったアドバイスの書き込みなど、的確な指⽰ができます。

  *リモートエキスパート機能を使うには、別途Microsof t Dynamics 365 Remote Ass is tのライセンス契約が必要です。

AR画⾯例

基本構成

POI
（Point of Interest） プロシージャ機能 リモートエキスパート機能

拡⼤表⽰

ARアプリは無償でダウンロード可能︕ 産業⽤コンピューター PS5000シリーズ
通信ドライバーを豊富に⽤意。
機器が持つ情報に簡単アクセスできます。

シリアル

Ethernet

ファイルサーバーなど

ARアプリ Wi-Fiルーター

ドキュメントへリンク

ARサーバー

Google PlayApp Store Schneider Electric
英語版サイト

AR

ARサーバーをシステムで納品いたします。
・AR⽤アプリケーションのセットアップ
・現地での動作確認

AtomCore i7 Celeron


